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1紺 ．1ご1・

・ン．　1日本総合愛育研究所紀要l　r 第貯集』

音l　r雑音み合成音，ウ拍手には新生児の体動と相互関係は

乏しいが，人間の声は新生児の体動と相互関係があ ると

締論される。本間グ新生児琴譜玖力殴むてpレi9（》2露秒策に

新生児が反応して体動を生、じ，その体動を見てρ，7～1，8

秒後に成人蚕新生児嬉語りかけていることがわかる。そ

購‡り鏑簿敵曝徳り妙1晦奪師体勤と
が同期を示す現象男あ葛と考えられる。　　　1

　成人が話じ合らぐいる時， ノF 1心2秒め問隔で，お互い

の話し声とお互“め体動をが相互虞1藤をむ毒て“るとい

われているゆ。この相互関係が，私達の研究惑新生児と

成大．（母親等） 』との間にも存在ずる二と雀又，（「その相互

関係が22例中11例で存在することが判明むたざ 従ぢて以

下爾点が考察されるポ 、』．1、厭1敏テい『二』、・

　［①ト新生児の聴覚’い』、1‘』幽’、 IJ循．「）∴　，

・5成人の音声と新生児の体動とに相互関俸があ るこ之
はジ』ミ新生児にも音帯に反応する特果系が存在する：ことを

意味しズぬるじ・新生児の脳は未熟で訴髄鞘形成が不充分

で蒜シナ、プろ形成～も未発達な点を考える とし、1成人の声に

反応！し蕉0、9～22秒後に新生児が体動を生ずるのは，：『脳

幹部の反応と考えられるる．、この反応が22例中8例で生じ

ていることは，新生児が聴くこどに注意を集中 している

時だけこの反応が生じる∫ことを示・している。

②群児駆間の声鱒9物暗磁区男哩で静
澗ご対する反応と嬢稗サる邸の違瞳生鱗

騨以内にできるよう啄穂ゆれている囑峰餐

懇即縦児でも人即塵鱗の音控区別できる
1こと1ガ㍉鱒の研究に診て謎れた・この蕨は他

φ多くの確と同龍』i鯉卸期から母児畷触猷

頻あることを型て蝸噺生児期から母親と畷以

獅離贈医寵区塵軽かどうかは・今後の磯
に｝よ疹ねばな、らないが憂新生児期から赤ちゃんを人間 と

　　　　　　　　　　　ご　
リペ　ド

鰭墾わなけれぱなら働躯んである・

ド③串両親と児の相互関係バ

i新生胴囲の噸躯御・癩轡⑩
驚躰そり饗脚人は敏感にと昏え・碑
、に働きかけ，それに対し6ζ新生児が反応するところに相

導縣醸琿る12レ確噂軸係力卿ピューター分

暫響後2日目鯛蜂騨調された謂生雌より
纏を家即畢即えることが大切と考え，．．母

姫同箪箪や或い唾掃産寧奪ヂデル形式婬して容屡を住ま

わせる計薦璽の良い点が理解できるゲ

　④言語の発達
燗曙映縦励体動胴寵清こぎ濠，動

蓼貞分霊言語を器蝕るようになる以前砥1何回も何回も

複雑な社会生物学的な畠ソトレイ1シメン1トをおこじll・自

分の文化圏の言語を学んでい《こ とになるぷ新生児め時

期から自分の内部に存在する遺伝情報とレ・τ：外部に存在す

る言語体系との間の連絡を取り？φ∫』自自の遺伝情報に

肉付けを行ないながら言語を吸収してい（く ど考：えるごを

は非常に興味深いε 1本研究は言語の学習能力‘．奥学習過程

を研究するのに新しいアプ亘一チのレかだを提供するも

のとなろう6んい・ 』 1』

、、・ ”堀 致∫）ずへ’f、’ゆ

　⑤ 同期を示す現象　　　　∵、．1こ“、∫（二二』でき

哺鋤物は鯛鋤ズム舳って蝉して卿㌧、そ
の生体時計は，生後1度も明暗の交喪をしなく艇も形成

されるといわれている鱒溢そ（し之そめ生体時計が形成さ

れるのに1母親が重要な役割を果だしズいることが明ら

かになってきている亀旨》。・妊婦の胎内にいる胎児ほヂ妊婦

が昼と夜の区別をするの’ど同じよ・うに1・握と夜め区鋼を

しているゆ。 この区別が出生直後富り 不明藤に誉射3授

乳時間以外の大部分の時間を新生児ほ寝宅過ごすなろ に

なるぷこれが生後2釦月前後1で〆夜に主に寝て昼に主に

起きているよ・うになる4）はの母親ζの接触が大吻澹乏廓

われている17㌧昼問母親が起きでい．る時比主に赤ちr毒ん

の世話をして，母題告歩ち畢庖との相互関徐が養間に主
にでき，夜に休んでいるノどと’が多）～ 乱1 本来赤ちゃんに

備わう《いる昼夜を区別す惹能力がび管出∫されると・考え

るぎ即ち1話母親ク》生体時計に赤ぢ’危驚渉向期ずる訳であ

る・こ噸騨うかさどる現象φ脳働靹酸1り魏

交又上核』（s⑳や視床下鞭内側核（▽騨囎あ
げられている捌よ従ってこのS　CNやVMHが，乳児と

母親との相互鴎係1ンli鴬シ1トンオ．ソメγ下を生じさせるの

に重要な役割を果た． じているか．もしれない。，．「 戯’

”⑥』反応時・間上l　r／rド1㌦』　：、』、 γ　 こぴ．・㌧，
、』

　人間の揖や手に電無刺激を与え1…その回数を数えるま

う被検者に指示を与える：ζ1 刺融時点か今0・3秒の潜時

で脳波上大きく反応する語発電位が得られるゼ又ジ人間

簿纏灘馨罐鋳謡舞灘警鷺
波の中に0，8秒ほど前か室少しずつ電位活動力塙まって

いぐめが観察ざπるi壇蕊即ち」二剥激めζ与えぢれてから

0．3→』018≧111f秒前後で反応じ七・手φ留を勤ふ穿訣そあ

るが・私達の研究でもこの時間が成人で窃7〉気お秒1牟新

生児でσ・9～2ボ2秒乞い：う結果がで迄おりド他め研究「とも．

｝致すると考えられるσ 『㌦i』

一
9、e磁亡・戯告鷲7鋭tじ∫

　⑦ 疾病の早期発見嘘○ンマ　， 匹i㊦r’「謂～』v’・》εく・3、7

・宮閉症ヂ失語症，ll精神分裂病患者等セは今まで述べた

母児の相互関係や葺ン・ドレィン・メ・ンニトほ璽じに文い・ど呼、

われている叩1も私達のコソ巴三繋タ←分析あ手法を用い
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加藤他；母親の言語に対する新生凪乳児の反応にみられ否エントレインメント現象のコン晦一ター分析による研究

て，これらの疾病の早期発見も可能となるかもしれな

いo

今後，新生児が注意を集中している状態かどうか観察

しながら，症例数を増やし，テーブレコーダーに吹き込

んだ母親の声，母親以外の女性の声（看護婦等）男性の

声（父親等）等にづいても調べ，新生児の男女差，低出

生体重児，乳児の月齢による変化等も調査していきた

いo

V【ま　と　め

生後2日目～1ヵ月目の新生児も，人間の音声と他の

雑音とを区別でき，人間の声に反応して体動を生じた

り，エソトレイソメントを起こすことが判明した。その

体動を周囲の人（母親等）力現て，それに反応して声を

かけることもあり，すでに生後2日目の新生児でも，母

児の相互関係が密接にあることが判明した。

本研究の要旨は第84回日本小児科学会にて発表した。

　なお本研究の研究饗は厚生省母子相互作用研究班の研

究費とカノレビス三島財団研究費による。
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